
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
の
い
ま

14

座談会
M E M B E R

自
立
的
な
書
き
手
を
育
て
る

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

松
田

　欧
米
の
大
学
で
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
、レ
ポ
ー
ト
や
論
文

執
筆
な
ど
に
お
い
て
学
生
の
文
章
作
成
を
支
援
す
る
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
２
０
０
４
年
に

早
稲
田
大
学
で
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、

各
大
学
で
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
多
く

の
大
学
で
は
、
文
章
の
添
削
だ
け
で
は
な
く
、
書
き
手
の
自
立
を
目

指
し
て
文
章
を
書
く
プ
ロ
セ
ス
を
指
導
し
て
い
く
、
ア
メ
リ
カ
で

誕
生
し
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
指
導
の
理
念
を
踏
襲
し
た
ラ
イ
テ
ィ
ン

小林 至道 青山学院大学アカデミックライティングセンター助教
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グ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
生
成

系
Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援

は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
書
く
と
い
う
行
為
は
、
学
生

時
代
の
み
な
ら
ず
卒
業
後
の
人
生
に
お
い
て
も
不
可
欠
な
行
為
で

あ
り
、
論
理
的
な
思
考
力
を
磨
く
手
段
に
も
な
り
ま
す
。
今
回
は
、

各
大
学
で
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
る
先
生
方
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
運
営
方
法
や
課
題
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
へ
の
対
応
、
学

生
に
と
っ
て
の
「
書
く
」
こ
と
の
意
義
ま
で
、
幅
広
い
話
題
に
つ

い
て
議
論
を
交
わ
し
た
く
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
各
大
学
に
お
け

る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
設
立
の
き
っ
か
け
や
趣
旨
、
目
的
な

ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小
林

　青
山
学
院
大
学
の
小
林
で
す
。
私
は
、
２
０
１
７
年
度
か

ら
青
山
学
院
大
学
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
以

下
、
Ａ
Ｗ
Ｃ
）」
の
専
任
教
員
と
し
て
、
運
営
・
管
理
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
Ａ
Ｗ
Ｃ
は
、
本
学
が
策
定
し
た
「
Ａ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 
Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
２
０
１
７
年
10
月
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
図
書
館
に
属
し
、
正
規
課
程
に
在
籍
す

る
学
部
生
、
大
学
院
生
、
留
学
生
を
対
象
に
し
た
授
業
外
の
学
習

支
援
施
設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。「
自
立
的
な
書
き
手
を
育

て
る
」「
国
際
的
に
通
用
す
る
文
章
の
書
き
手
を
育
て
る
」「
普
遍
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的
な
書
く
力
を
有
す
る
学
生
を
育
て
る
」
と
い
う
３
つ
の
理
念
を

掲
げ
て
、
学
生
の
「
書
く
力
」
を
高
め
る
目
的
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
支
援
対
象
は
、
日
本
語
あ
る
い
は
英
語
で
書
か
れ
た
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
文
章
（
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
・
発
表
資
料
・
留
学
の
志
望

理
由
書
な
ど
）
で
す
。
開
設
当
初
は
対
面
の
み
で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
現
在
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
形
式
で
行
っ
て

い
ま
す
。

飯
野

　津
田
塾
大
学
の
飯
野
で
す
。
本
学
の
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」
は
、
文
部
科
学
省
の
「
質
の
高
い
大
学
教
育
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
教
育
Ｇ
Ｐ
）」
に
採
択
さ
れ
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
２
０
０
８
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
取
り
組
み

の
テ
ー
マ
は
、「
社
会
貢
献
は
書
く
力
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
力
か

ら
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
社
会
に
出
る
と
多
様
な
人
に
自
分
の

考
え
や
思
い
を
伝
え
る
力
、
相
手
の
意
見
を
理
解
し
て
受
け
止
め

る
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
力
は
「
書
く
力
」
に
支
え
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。
日

本
語
の
相
談
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
だ
け
で
な

く
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
企
画
書
を
は
じ
め
、
手
紙
や
成
人
式

の
ス
ピ
ー
チ
原
稿
な
ど
あ
ら
ゆ
る
文
章
を
対
象
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
つ
な
げ
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Ｐ
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出
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る
こ
と
で
、
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
女
性
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
点
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

き
っ
か
け
は
英
語
学
習
支
援
か
ら

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
支
援
の
幅
を
拡
大

太
田

　早
稲
田
大
学
の
太
田
で
す
。
本
学
の
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
」
は
、
２
０
０
４
年
に
国
際
教
養
学
部
専
用
の
機
関
と

し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
英
語
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
た
国

際
教
養
学
部
で
は
、
英
語
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
の
執
筆
を

支
援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
設
立
当
初
は
英

語
文
章
を
英
語
で
検
討
す
る
「English paper discussed in 

English

」、
略
し
て
Ｅ
Ｅ
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
語
を
母
語
と
す
る
学
生
の
多
く
に
と
っ
て
、
英
語

で
会
話
を
す
る
Ｅ
Ｅ
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
状
況
で
し

た
。
そ
の
た
め
、英
語
の
文
章
に
つ
い
て
日
本
語
で
話
し
合
う
Ｅ
Ｊ

（English paper discussed in Japanese

）
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
始
し
ま
し
た
。
本
学
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
が
最
も
大
切

に
し
て
い
る
理
念
は
、《
自
立
し
た
書
き
手
の
育
成
》
で
す
。
つ
ま

り
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
終
わ
っ
た
後
に
、
書
き
手
が
自
分
で
文
章
を
書

け
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

チ
ュ
ー
タ
ー
と
の
対
話
の
中
で
、
書
き
手
が
自
分
の
意
図
や
考
え

を
言
語
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
Ｅ
Ｊ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
書

き
手
が
自
分
の
得
意
な
日
本
語
で
、
英
語
文
章
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。「
Ｅ
Ｅ
」「
Ｅ
Ｊ
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
加

え
て
、
日
本
語
で
文
章
を
書
く
学
生
の
た
め
に
、
日
本
語
の
文
章 小林 至道氏

18

を
日
本
語
で
検
討
す
る
「
Ｊ
Ｊ
（Japanese paper discussed 

in Japanese

）」
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
留
学
生
が
日
本
語
で
文
章
を
作

成
す
る
た
め
の
支
援
と
し
て
「
Ｊ
Ｓ
（Japanese session for 

2nd language learners

）」
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
当
初
は
国
際
教
養
学
部
の
専
門
機
関
で
し
た
が
、
現
在
は
全

学
の
学
部
生
、
大
学
院
生
、
教
員
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

土
屋

　東
京
大
学
の
土
屋
で
す
。
私
は
、
２
０
２
５
年
度
４
月
か

ら
「
駒
場
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
Ｃ
Ａ
Ｗ
Ｋ
）」
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
本
学
教

養
学
部
で
は
、
１
、
２
年
生
が
英
語
の
必
修
科
目
を
学
ぶ
際
の
支

援
組
織
と
し
て
、
２
０
０
８
年
か
ら
「
駒
場
ラ
イ
タ
ー
ズ
ス
タ
ジ

オ
（
以
下
、
Ｋ
Ｗ
Ｓ
）」
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
英
語
の
必
修

科
目
は
大
き
く
３
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、「
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
（Fluency-

oriented W
orkshop

）」
と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ａ
（A

ctive Learning of English 
for Students of the A

rts

）」
と
い
う
文
系
学
生
向
け
の
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
、「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ（A

ctive Learning of English for 
Science Students

）」
と
い
う
理
系
学
生
向
け
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

が
あ
り
ま
す
。「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ａ
」
と
「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」
で
は
、
１
学

期
間
か
け
て
英
語
の
学
術
小
論
文
を
作
成
す
る
の
で
す
が
、
Ｋ
Ｗ

Ｓ
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
２
２

年
に
、
Ｋ
Ｗ
Ｓ
を
組
み
込
む
形
で
全
学
レ
ベ
ル
の
組
織
と
し
て
新

た
に
設
置
さ
れ
た
の
が
Ｃ
Ａ
Ｗ
Ｋ
で
す
。
当
初
は
、
１
、
２
年
生

の
英
語
学
習
支
援
が
主
な
目
的
で
し
た
が
、
徐
々
に
支
援
の
幅
を

拡
大
し
て
お
り
、
初
修
外
国
語
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
や
留
学
生
向
け

の
日
本
語
学
習
サ
ポ
ー
ト
、
大
学
院
生
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
１
年
次
か
ら
自

立
的
、
自
発
的
な
書
き
手
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
財
産
は
人

チ
ュ
ー
タ
ー
育
成
を
重
視

松
田

　中
央
大
学
で
は
、
２
０
１
１
年
度
に
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
ボ
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
大
学

院
の
留
学
生
を
対
象
に
日
本
語
で
文
章
を
書
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
各
大
学
と
同
様
に
日
本
語
を

母
語
と
す
る
学
生
も
対
象
に
す
る
な
ど
支
援
の
幅
を
広
げ
て
い
ま

す
。
本
学
で
も
自
立
し
た
書
き
手
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
、
対
話
を
通
じ
て
理
解
を
促
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
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を
日
本
語
で
検
討
す
る
「
Ｊ
Ｊ
（Japanese paper discussed 

in Japanese

）」
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
留
学
生
が
日
本
語
で
文
章
を
作

成
す
る
た
め
の
支
援
と
し
て
「
Ｊ
Ｓ
（Japanese session for 

2nd language learners

）」
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
当
初
は
国
際
教
養
学
部
の
専
門
機
関
で
し
た
が
、
現
在
は
全

学
の
学
部
生
、
大
学
院
生
、
教
員
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

土
屋

　東
京
大
学
の
土
屋
で
す
。
私
は
、
２
０
２
５
年
度
４
月
か

ら
「
駒
場
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
Ｃ
Ａ
Ｗ
Ｋ
）」
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
本
学
教

養
学
部
で
は
、
１
、
２
年
生
が
英
語
の
必
修
科
目
を
学
ぶ
際
の
支

援
組
織
と
し
て
、
２
０
０
８
年
か
ら
「
駒
場
ラ
イ
タ
ー
ズ
ス
タ
ジ

オ
（
以
下
、
Ｋ
Ｗ
Ｓ
）」
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
英
語
の
必
修

科
目
は
大
き
く
３
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、「
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
（Fluency-

oriented W
orkshop

）」
と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ａ
（A

ctive Learning of English 
for Students of the A

rts

）」
と
い
う
文
系
学
生
向
け
の
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
、「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ（A

ctive Learning of English for 
Science Students

）」
と
い
う
理
系
学
生
向
け
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

が
あ
り
ま
す
。「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ａ
」
と
「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」
で
は
、
１
学

期
間
か
け
て
英
語
の
学
術
小
論
文
を
作
成
す
る
の
で
す
が
、
Ｋ
Ｗ

Ｓ
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
２
２

年
に
、
Ｋ
Ｗ
Ｓ
を
組
み
込
む
形
で
全
学
レ
ベ
ル
の
組
織
と
し
て
新

た
に
設
置
さ
れ
た
の
が
Ｃ
Ａ
Ｗ
Ｋ
で
す
。
当
初
は
、
１
、
２
年
生

の
英
語
学
習
支
援
が
主
な
目
的
で
し
た
が
、
徐
々
に
支
援
の
幅
を

拡
大
し
て
お
り
、
初
修
外
国
語
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
や
留
学
生
向
け

の
日
本
語
学
習
サ
ポ
ー
ト
、
大
学
院
生
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
１
年
次
か
ら
自

立
的
、
自
発
的
な
書
き
手
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
財
産
は
人

チ
ュ
ー
タ
ー
育
成
を
重
視

松
田

　中
央
大
学
で
は
、
２
０
１
１
年
度
に
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
ボ
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
大
学

院
の
留
学
生
を
対
象
に
日
本
語
で
文
章
を
書
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
各
大
学
と
同
様
に
日
本
語
を

母
語
と
す
る
学
生
も
対
象
に
す
る
な
ど
支
援
の
幅
を
広
げ
て
い
ま

す
。
本
学
で
も
自
立
し
た
書
き
手
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
、
対
話
を
通
じ
て
理
解
を
促
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
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ま
す
。
大
学
院
生
が
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
指
導
す
る
形
を
と
っ
て

い
ま
す
が
、
希
望
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
続
い
て
、
ど
の
よ
う
に

指
導
体
制
を
構
築
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

る
の
か
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

土
屋

　Ｃ
Ａ
Ｗ
Ｋ
で
は
、
所
属
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
教
員
に
呼
び
掛

け
て
、
関
心
の
あ
る
大
学
院
生
を
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
リ
ク
ル
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
チ
ュ
ー
タ
ー
と
学
生
は
、
１
対
１

の
対
面
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
が
、
複
数
人
で
学
術
小
論
文

を
作
成
す
る
場
合
な
ど
に
は
、
グ
ル
ー
プ
対
チ
ュ
ー
タ
ー
１
名
で

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
研
修
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、「
Ｔ
Ａ
（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）」
と
し
て
雇

用
す
る
大
学
院
生
に
対
し
て
は
、
教
員
と
専
門
職
員
に
よ
る
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、
授
業
の
見
学
や
レ
ポ
ー
ト
報
告
、
研

修
へ
の
参
加
を
課
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
は
経
験
を
積
む
と
「
Ｔ
Ｆ

（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
フ
ェ
ロ
ー
）」
に
な
り
、
Ｔ
Ａ
に
助
言
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
も
、
教
員
や
専
門
職
員
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

得
な
が
ら
経
験
を
重
ね
、
学
生
の
支
援
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

太
田

　本
学
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
学
部
生
向
け
授
業
「
学
術
的
文
章
の
作
成
」
と
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
・
セ
ン
タ
ー
と
い
う
２
つ
の
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。
双
方

に
お
い
て
、
大
学
院
生
の
Ｔ
Ａ
が
文
章
の
個
別
指
導
・
支
援
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
文
章
担
当
の
Ｔ
Ａ
は
、
専
任
教
員
が
開

講
す
る
14
週
の
授
業
を
履
修
し
、
優
秀
な
成
績
で
合
格
し
た
人
で

す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
付
き
の
Ｔ
Ａ
（
チ
ュ
ー
タ
ー
）

を
希
望
す
る
場
合
は
、
面
接
審
査
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

飯野 朋美氏
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英
語
文
章
担
当
の
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
全
学
か
ら
募
集
し
、
書
類
と

面
接
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
新
人
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、

先
輩
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
見
学
、
先
輩
の
監
督
下
で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

実
施
を
各
５
回
以
上
行
い
ま
す
。「
独
り
立
ち
審
査
」
に
合
格
し

て
あ
る
程
度
経
験
を
積
ん
だ
上
で
、
安
定
し
て
質
の
高
い
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
見
る
「
教
育
補
助
審
査
」
を
受
け

ま
す
。
ま
た
、
全
チ
ュ
ー
タ
ー
が
毎
週
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

１
時
間
15
分
の
研
修
に
参
加
し
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め
て
い

ま
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
財
産
は
人
で
す
の
で
、
こ

の
よ
う
に
チ
ュ
ー
タ
ー
の
研
修
・
育
成
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
育
の
学
び
が
ベ
ー
ス
に

支
援
の
コ
ツ
を
つ
か
む
ヒ
ン
ト

飯
野

　本
学
で
は
、
現
在
は
専
属
教
員
の
み
で
す
が
、
セ
ン
タ
ー

設
立
か
ら
数
年
間
は
大
学
院
生
が
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
相
談
の
実
践
に
関
す
る
本
で
独
習
し
、
教
員
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
見
て
学
び
、
そ
の
後
教
員
同
席
の
下
、
１
人
で
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
う
形
で
育
成
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
相
談
報
告
書
の
共

有
は
、
チ
ュ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
学
び
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

チ
ュ
ー
タ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
課
題
と
そ
の
解
決
法
を
話
し
合

う
こ
と
で
、
実
践
に
対
す
る
自
信
を
付
け
て
い
く
様
子
も
見
て
取

れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
い
く
つ
か

視
察
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
学太田 裕子氏
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英
語
文
章
担
当
の
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
全
学
か
ら
募
集
し
、
書
類
と

面
接
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
新
人
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、

先
輩
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
見
学
、
先
輩
の
監
督
下
で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

実
施
を
各
５
回
以
上
行
い
ま
す
。「
独
り
立
ち
審
査
」
に
合
格
し

て
あ
る
程
度
経
験
を
積
ん
だ
上
で
、
安
定
し
て
質
の
高
い
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
見
る
「
教
育
補
助
審
査
」
を
受
け

ま
す
。
ま
た
、
全
チ
ュ
ー
タ
ー
が
毎
週
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

１
時
間
15
分
の
研
修
に
参
加
し
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め
て
い

ま
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
財
産
は
人
で
す
の
で
、
こ

の
よ
う
に
チ
ュ
ー
タ
ー
の
研
修
・
育
成
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
育
の
学
び
が
ベ
ー
ス
に

支
援
の
コ
ツ
を
つ
か
む
ヒ
ン
ト

飯
野

　本
学
で
は
、
現
在
は
専
属
教
員
の
み
で
す
が
、
セ
ン
タ
ー

設
立
か
ら
数
年
間
は
大
学
院
生
が
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
相
談
の
実
践
に
関
す
る
本
で
独
習
し
、
教
員
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
見
て
学
び
、
そ
の
後
教
員
同
席
の
下
、
１
人
で
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
う
形
で
育
成
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
相
談
報
告
書
の
共

有
は
、
チ
ュ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
学
び
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

チ
ュ
ー
タ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
課
題
と
そ
の
解
決
法
を
話
し
合

う
こ
と
で
、
実
践
に
対
す
る
自
信
を
付
け
て
い
く
様
子
も
見
て
取

れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
い
く
つ
か

視
察
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
学太田 裕子氏
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部
生
が
チ
ュ
ー
タ
ー
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
可
能
な
の

は
、
初
年
次
教
育
と
し
て
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
育
が
し
っ
か
り
行
わ

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ベ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、

チ
ュ
ー
タ
ー
を
志
望
す
る
学
生
が
多
く
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
学
部
時
代
の
必
修
科
目
で
英
語
の
論
文

の
書
き
方
を
学
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
れ
が
英
語
で
論
文
を
書
く
時

は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
に
出
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
を
書
く
際
や
、
現

在
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
で
も
役
立
っ
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
授
業
を
受
け
、
執

筆
の
プ
ロ
セ
ス
を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
、
ま
ず
は
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

小
林

　本
学
も
Ａ
Ｗ
Ｃ
で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
の
は
、
大

学
院
生
の
チ
ュ
ー
タ
ー
で
す
。
チ
ュ
ー
タ
ー
は
毎
年
度
前
期
と
後

期
に
１
回
ず
つ
、
学
内
の
公
募
に
加
え
、
研
究
科
や
先
輩
チ
ュ
ー

タ
ー
か
ら
の
推
薦
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
支
援
・
教
育
の
専
門
性
を
有
す
る
Ａ
Ｗ
Ｃ
教
員
が
作
成

し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
を
通
し
て
、
１
〜
２
カ
月
か
け
て
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
方
法
の
基
本
を
学
び
ま
す
。
Ａ
Ｗ
Ｃ
で
の
支
援

は
、
一
方
的
な
添
削
で
は
な
く
、
対
話
を
通
じ
て
書
き
手
本
人
の

気
付
き
を
促
す
と
い
う
独
特
の
方
法
を
取
り
ま
す
。
そ
の
コ
ツ
を

つ
か
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
ま
ず
講
義
形
式
で
支
援
方
法
の
要
点

を
学
び
、
そ
の
後
に
模
擬
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
研
修
後
の
Ｏ
Ｊ

Ｔ
と
合
わ
せ
て
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
の
経
験
値
を
積
む
こ
と
を

重
要
視
し
て
い
ま
す
。
現
状
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
英
文
の

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
で
き
る
チ
ュ
ー
タ
ー
が
集
ま
り
に
く
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
本
学
は
規
模
の
割
に
大
学
院
生
が
少
な
く
、
英

語
論
文
の
執
筆
経
験
が
豊
富
な
チ
ュ
ー
タ
ー
の
確
保
が
開
設
以
来

ず
っ
と
困
難
な
状
況
で
す
。
そ
の
点
に
関
し
て
、
打
開
策
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
り
口

セ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
の
前
に
、気
軽
な
ス
タ
イ
ル
か
ら

松
田

　本
学
で
は
、
昼
休
み
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
を
開
催
す
る
な
ど
、
１
対
１
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
以
外
に
も
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
大
学
で
そ
う
し
た
例
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

太
田

　本
学
で
は
、
学
部
の
初
年
次
生
を
主
な
対
象
と
し
て
、「
学

術
的
文
章
の
作
成
」
と
い
う
単
位
科
目
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
こ

の
科
目
は
全
学
の
学
部
生
が
履
修
で
き
、
４
つ
の
学
部
１
年
生
の

必
修
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
学
部
の
新
入
生
を
対
象

と
し
た
視
聴
必
須
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
の
書
き

方
を
20
分
程
度
の
短
い
動
画
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
１

学
期
に
１
〜
２
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
、
問
い
の
立

て
方
、
研
究
計
画
書
の
書
き
方
、
引
用
の
仕
方
等
、
ニ
ー
ズ
の
高

い
テ
ー
マ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

飯
野

　本
学
で
は
、『
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
』
と
い
う
小
冊
子
を

作
成
し
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
Ａ
５
版
の
薄
い
冊
子
で
、
論
文
の

書
き
方
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
元
々
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版

も
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
す
が
、
中
に
は
小
冊

子
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ま
で
使
っ
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
ま
た
、

週
に
２
回
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
カ
フ
ェ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
お
り
、
英
語
話
者
の
先
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
気
軽
に
英
語
で
お

し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
を
作
っ
て
い
ま
す
。
予
約
不
要
で
ハ
ー
ド
ル

が
低
い
の
で
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
に
来
る
学
生
も
い
ま
す
。

土屋 和代氏
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ラ
イ
テ
ィ
ン
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セ
ン
タ
ー
へ
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入
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ッ
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ョ
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参
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ス
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イ
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か
ら

松
田
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テ
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催
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テ
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。
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講
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。
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４
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。
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。
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２
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催
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催
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Ａ
５
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Ｆ
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Ｗ
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ｂ
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小
林

　本
学
で
も
２
０
１
８
年
度
以
来
、
昼
休
み
の
時
間
帯
に
、ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
的
な
作
法
・
ル
ー
ル
を
１

回
30
分
で
気
軽
に
学
べ
る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
機

に
、
教
室
で
の
実
施
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
の
配
信
に
切
り
替
え
、

現
在
は
１
回
30
分
の
動
画
７
本
を
大
学
の
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
学
習
管
理
シ

ス
テ
ム
）
に
ア
ッ
プ
し
、
学
生
が
い
つ
で
も
・
ど
こ
か
ら
で
も
視

聴
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
任
教
員
か
ら
依
頼
が

あ
っ
た
場
合
、
授
業
の
１
コ
マ
（
90
分
）
を
使
っ
て
、
Ａ
Ｗ
Ｃ
教

員
が
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
書
き
方
に
関
す
る
出
張
講
義
を
す
る
と

い
う
連
携
も
行
っ
て
い
ま
す
。

留
学
生
の
増
加
と
多
言
語
化
へ
の
取
り
組
み

松
田

　各
大
学
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
日
本

語
を
母
語
と
す
る
学
生
向
け
支
援
が
充
実
し
て
い
く
一
方
で
、
近

年
は
留
学
生
の
増
加
に
伴
い
、
多
言
語
化
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
点
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

土
屋

　本
学
の
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
自
体
が
、
例
え
ば
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
）」
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
複
数
の
言
語
・
地
域
に
ま
た

が
る
研
究
・
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｗ
Ｋ
は
、
そ
の
よ

う
な
環
境
下
で
留
学
生
や
日
本
の
学
生
を
支
援
す
る
一
方
、
外
国

語
ク
ラ
ス
の
先
生
方
の
支
援
・
協
力
も
得
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
留
学
生
の
方
に
も
Ｔ
Ａ
と
し
て
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
多
言
語
化
に
向
け
た
努
力
を
重
ね
て
き
た
、
と
言

え
ま
す
。

太
田

　本
学
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
４
つ
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
加
え
て
、
会
話
の
言
語
を
多
言
語
化
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
５
年
秋
に
は
、
英
語
文
章
を
ベ
ト
ナ
ム
語
で
検
討

す
る
Ｅ
Ｖ
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
日
本
語
文
章
を
中
国
語
で
検
討
す
る
Ｊ

Ｃ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
設
し
ま
す
。
過
去
に
も
、
同
様
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
審
査
で
き
る
ス
タ
ッ

フ
が
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
取
り
や
め
た
経
緯
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
理
念
を
し
っ

か
り
研
修
し
た
上
で
、
多
言
語
化
を
推
進
し
て
い
く
方
向
で
考
え

て
い
ま
す
。

小
林

　Ａ
Ｗ
Ｃ
で
は
留
学
生
に
対
し
て
も
一
般
の
学
生
同
様
に
、

24

日
本
語
で
の
対
話
に
よ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
留
学
生
の
日
本
語
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
個
々
人
で
大
き
な
差

が
あ
り
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
変
わ
ら
な
い
日
本
語
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を

持
っ
て
い
る
留
学
生
も
い
れ
ば
、
文
法
の
基
礎
か
ら
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
語
で
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
文
章
を
書
く
以
前
の
基
礎
的
な
日
本
語
教
育
は
正
課
授
業
で
、

日
本
語
で
書
か
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
文
章
の
支
援
は
Ａ
Ｗ
Ｃ
で

…
…
と
い
っ
た
具
合
に
、
正
課
授
業
と
Ａ
Ｗ
Ｃ
で
役
割
を
分
担
し

な
が
ら
、
留
学
生
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
留

学
生
に
と
っ
て
は
、
そ
の
す
み
分
け
が
分
か
り
に
く
く
、
Ａ
Ｗ
Ｃ

を
利
用
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
印
象
を
持
た
れ
る
こ
と
も
あ
る
点

は
、
現
在
の
課
題
で
す
。

生
成
系
A
I
の
登
場

「
書
く
こ
と
」
に
も
た
ら
し
た
影
響

松
田

　近
年
の
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
登
場
は
、
本
学
で
も
悩
ま
し
い
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
と
し
て
の
方
針
は
定
め
て
い
る
も
の

の
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
が

目
に
つ
き
ま
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

飯
野

　生
成
系
Ａ
Ｉ
で
書
い
た
と
思
わ
れ
る
文
章
を
読
む
と
、
一

見
、
上
手
に
書
け
て
い
る
よ
う
で
、
ど
こ
か
の
っ
ぺ
り
と
し
た
印
象

を
受
け
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
文
章
の
中
に
自
分
が
考
え
た
「
思

考
の
跡
」
が
見
え
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
学
生
が
何
か

の
志
望
理
由
を
生
成
系
Ａ
Ｉ
に
書
か
せ
た
と
こ
ろ
、「
自
分
の
志
望

理
由
に
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
こ
そ
が
ま

さ
に
生
成
系
Ａ
Ｉ
が
書
い
た
文
章
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
試
行

錯
誤
し
て
書
い
た
文
章
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
か
に
そ
の
形
跡
が
見
ら
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日
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は
個
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で
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ば
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。
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、
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で
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Ｗ
Ｃ
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Ｗ
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Ａ
Ｗ
Ｃ
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れ
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の
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Ａ
Ｉ
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る
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の

の
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Ａ
Ｉ
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が
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も
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を
受
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と
思
い
ま
す
が
、
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状
や
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に
つ
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て
お

聞
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せ
い
た
だ
け
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ば
と
思
い
ま
す
。
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野

　生
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Ｉ
で
書
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た
と
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る
文
章
を
読
む
と
、
一

見
、
上
手
に
書
け
て
い
る
よ
う
で
、
ど
こ
か
の
っ
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り
と
し
た
印
象

を
受
け
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
文
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の
中
に
自
分
が
考
え
た
「
思

考
の
跡
」
が
見
え
な
い
か
ら
だ
と
思
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ま
す
。
あ
る
学
生
が
何
か

の
志
望
理
由
を
生
成
系
Ａ
Ｉ
に
書
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せ
た
と
こ
ろ
、「
自
分
の
志
望

理
由
に
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
思
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た
そ
う
で
す
。
そ
れ
こ
そ
が
ま

さ
に
生
成
系
Ａ
Ｉ
が
書
い
た
文
章
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
試
行

錯
誤
し
て
書
い
た
文
章
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
か
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そ
の
形
跡
が
見
ら
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れ
、
実
感
を
伴
っ
た
言
葉
が
出
て
く
る
は
ず
で
す
。
本
学
の
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
一
つ
が
、
学
生
が
持
っ
て
い
る
潜

在
的
な
力
を
引
き
出
す
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
問
い
掛
け
を

重
ね
て
、
学
生
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
し
、
自
分
自
身
に
問
い
掛
け
な
が
ら
書
く
こ
と
で
、
自

立
し
た
書
き
手
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
教
育
は
、
た
だ
文
章
の
書
き
方
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
資
料
を

読
み
解
い
た
り
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
考
え
た
り
す
る
な
ど
、
大
学

教
育
に
必
要
な
大
切
な
要
素
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
学

び
を
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

太
田

　生
成
系
Ａ
Ｉ
利
用
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
手
探
り

の
状
況
で
す
。
授
業
で
指
定
の
参
考
文
献
を
引
用
し
て
文
章
を
作

成
す
る
課
題
を
出
し
た
際
、
参
考
文
献
の
内
容
を
改
ざ
ん
し
た

り
、
実
在
し
な
い
文
献
を
捏
造
し
た
り
し
た
文
章
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
生
成
系
Ａ
Ｉ
に
文
献
を
読
み
込
ま
せ
、
引
用
す
る
よ
う
指
示

し
た
こ
と
で
起
き
た
事
象
で
す
。
生
成
系
Ａ
Ｉ
は
参
考
文
献
を
勝

手
に
要
約
し
た
り
、
架
空
の
文
献
を
作
成
し
た
り
す
る
性
質
が
あ

る
た
め
、
原
文
と
異
な
る
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
学

生
が
生
成
系
Ａ
Ｉ
を
使
う
理
由
は
、「
時
間
が
な
か
っ
た
」「
楽
を

し
た
か
っ
た
」「
文
章
を
打
ち
込
む
の
が
面
倒
」「
長
い
文
章
を
読

む
の
が
面
倒
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
自
分
で
読
ん
で
考
え
た
り
、

手
を
動
か
し
て
書
い
た
り
す
る
こ
と
自
体
を
放
棄
す
る
学
生
が
一

定
数
い
る
の
で
す
。
他
者
が
懸
命
に
考
え
た
文
章
を
改
ざ
ん
す
る

こ
と
は
著
作
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
し
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
で
あ
っ

て
も
他
者
の
情
報
を
使
う
場
合
は
引
用
し
出
典
を
示
す
必
要
が
あ 松田 美佐氏

ね
つ
ぞ
う
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り
ま
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
自
分
の
考
え

や
文
章
と
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
を
含
む
他
者
の
考
え
や
文
章
を
明
確
に

区
別
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
自
分
自
身
で
思
考
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。
生
成
系
Ａ
Ｉ
は
一
瞬
で
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
が
、

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
じ
っ
く
り
時
間
を

か
け
て
行
い
ま
す
。
書
き
手
が
考
え
、
迷
い
、
決
断
す
る
プ
ロ
セ

ス
に
寄
り
添
っ
て
待
ち
ま
す
。
こ
の
、
時
間
の
か
か
る
プ
ロ
セ
ス

が
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
に
は
な
い
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
強

み
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
は
書
き
手
を
批
判
し
ま

せ
ん
が
、
人
間
の
読
み
手
か
ら
は
素
朴
な
疑
問
や
批
判
的
な
問
い

掛
け
、「
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
反
応
が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
し

た
「
人
間
の
『
読
者
』
の
視
点
」
を
持
ち
、
自
分
が
書
い
た
文
章

を
批
判
的
に
振
り
返
る
大
切
さ
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

生
成
系
Ａ
Ｉ
の
限
界

重
要
性
を
増
す
人
間
の
「
書
く
力
」

小
林

　生
成
系
Ａ
Ｉ
の
登
場
と
と
も
に
、
直
近
２
年
間
の
Ａ
Ｗ
Ｃ

の
利
用
者
が
少
な
か
ら
ず
減
少
し
て
い
る
実
感
は
あ
り
ま
す
。
生

成
系
Ａ
Ｉ
は
ボ
タ
ン
一
つ
で
す
ぐ
に
答
え
を
出
し
て
く
れ
ま
す
が
、

大
学
生
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
自
分
の
手
で
文
章

を
書
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
な
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
時
代
的
な
変
化
を
鑑
み
て
、
Ａ
Ｗ
Ｃ
と
し
て
は
、
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
と
い
う
強
み
を
自
覚
し
、
そ
の
強
み
を
前
面
に
押
し
出
す
形
で
、

組
織
的
な
運
営
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
屋

　本
学
で
は
、
２
０
２
３
年
に
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
使
用
に
関
す

る
全
学
的
な
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
使
用
を

一
律
に
禁
止
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
使
用
に
つ
い
て
は
各
担
当
教
員

に
判
断
を
委
ね
つ
つ
、
大
学
で
の
学
び
に
お
い
て
は
知
識
生
成
の

過
程
や
洗
練
化
の
過
程
を
通
し
て
思
考
能
力
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
、
と
い
う
大
原
則
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
生
成
系
Ａ

Ｉ
の
可
能
性
を
積
極
的
に
探
り
な
が
ら
も
実
践
的
な
注
意
喚
起
も

重
視
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
文

章
を
そ
の
ま
ま
使
わ
ず
、
誤
り
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
バ
イ

ア
ス
が
存
在
す
る
可
能
性
に
注
意
を
払
い
、
必
ず
自
ら
文
章
を
吟

味
し
て
修
正
す
る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
著
作
権
や
情

報
漏
洩
の
問
題
な
ど
に
配
慮
し
た
方
針
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
Ｃ
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り
ま
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
自
分
の
考
え

や
文
章
と
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
を
含
む
他
者
の
考
え
や
文
章
を
明
確
に

区
別
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
自
分
自
身
で
思
考
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。
生
成
系
Ａ
Ｉ
は
一
瞬
で
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
が
、

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
じ
っ
く
り
時
間
を

か
け
て
行
い
ま
す
。
書
き
手
が
考
え
、
迷
い
、
決
断
す
る
プ
ロ
セ

ス
に
寄
り
添
っ
て
待
ち
ま
す
。
こ
の
、
時
間
の
か
か
る
プ
ロ
セ
ス

が
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
に
は
な
い
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
強

み
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
は
書
き
手
を
批
判
し
ま

せ
ん
が
、
人
間
の
読
み
手
か
ら
は
素
朴
な
疑
問
や
批
判
的
な
問
い

掛
け
、「
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
反
応
が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
し

た
「
人
間
の
『
読
者
』
の
視
点
」
を
持
ち
、
自
分
が
書
い
た
文
章

を
批
判
的
に
振
り
返
る
大
切
さ
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

生
成
系
Ａ
Ｉ
の
限
界

重
要
性
を
増
す
人
間
の
「
書
く
力
」

小
林

　生
成
系
Ａ
Ｉ
の
登
場
と
と
も
に
、
直
近
２
年
間
の
Ａ
Ｗ
Ｃ

の
利
用
者
が
少
な
か
ら
ず
減
少
し
て
い
る
実
感
は
あ
り
ま
す
。
生

成
系
Ａ
Ｉ
は
ボ
タ
ン
一
つ
で
す
ぐ
に
答
え
を
出
し
て
く
れ
ま
す
が
、

大
学
生
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
自
分
の
手
で
文
章

を
書
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
な
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
時
代
的
な
変
化
を
鑑
み
て
、
Ａ
Ｗ
Ｃ
と
し
て
は
、
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
と
い
う
強
み
を
自
覚
し
、
そ
の
強
み
を
前
面
に
押
し
出
す
形
で
、

組
織
的
な
運
営
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
屋

　本
学
で
は
、
２
０
２
３
年
に
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
使
用
に
関
す

る
全
学
的
な
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
使
用
を

一
律
に
禁
止
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
使
用
に
つ
い
て
は
各
担
当
教
員

に
判
断
を
委
ね
つ
つ
、
大
学
で
の
学
び
に
お
い
て
は
知
識
生
成
の

過
程
や
洗
練
化
の
過
程
を
通
し
て
思
考
能
力
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
、
と
い
う
大
原
則
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
生
成
系
Ａ

Ｉ
の
可
能
性
を
積
極
的
に
探
り
な
が
ら
も
実
践
的
な
注
意
喚
起
も

重
視
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
文

章
を
そ
の
ま
ま
使
わ
ず
、
誤
り
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
バ
イ

ア
ス
が
存
在
す
る
可
能
性
に
注
意
を
払
い
、
必
ず
自
ら
文
章
を
吟

味
し
て
修
正
す
る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
著
作
権
や
情

報
漏
洩
の
問
題
な
ど
に
配
慮
し
た
方
針
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
Ｃ
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Ａ
Ｗ
Ｋ
で
は
そ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
い
て
Ｔ
Ａ
・
Ｔ
Ｆ
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
先
日
、
２
０
２
６
年
に
は
生
成
系

Ａ
Ｉ
の
性
能
向
上
に
必
要
な
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
枯

渇
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
（「
デ
ー
タ

が
足
り
な
い
、C

hatG
PT5

も
伸
び
悩
み
？
　
業
界
が
探
る
対

応
策
」『
朝
日
新
聞
』
２
０
２
５
年
８
月
31
日
）。
そ
の
解
決
策
と

し
て
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
が
出
力
し
た
テ
キ
ス
ト
を
再
び
生
成
系
Ａ
Ｉ

が
学
習
す
る
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
場
合
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
が
生
み
出
し
た
誤
り
や
偏
り
が
学
習
に
取

り
込
ま
れ
、
将
来
の
出
力
に
影
響
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
も

そ
も
幅
広
い
知
識
の
獲
得
を
十
分
に
で
き
な
い
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
報
道
を
見
て
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
進
歩
に

よ
っ
て
人
間
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
が
減
る
ど
こ
ろ
か
、
人
間

が
書
い
た
良
質
な
文
章
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
、
と
い
う
逆
説

的
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
性
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

書
く
こ
と
は
考
え
る
こ
と

情
報
共
有
か
ら
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
育
の
発
展
へ

松
田

　非
常
に
参
考
に
な
る
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

太
田

　本
学
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
は
、
生

成
系
Ａ
Ｉ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
、
存
在
を
周
知
す
る
た
め
の
広
報
活
動
に
も
っ
と
力
を
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
学
は
規
模
が
大
き

く
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
も
そ
れ
な
り
に
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
全
学
生
の
３
％
に
満
た
な
い
状
況
で
す
。
人
と

対
話
す
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
存
在
や
良
さ
を
周
知
で

き
れ
ば
、
自
分
で
考
え
、
書
く
こ
と
を
楽
し
め
る
学
生
に
、
も
っ

と
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

土
屋

　皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
と
は
、
近
年
よ
く
議
論
さ
れ
て
い
る
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ

ビ
リ
テ
ィ
」、
つ
ま
り
答
え
の
出
な
い
事
態
に
耐
え
抜
く
力
を
鍛
え

る
方
法
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
文
法
的
な
正
し
さ
や
、
文

章
と
し
て
の
も
っ
と
も
ら
し
さ
だ
け
で
な
く
、
独
創
的
な
発
想
力
、

28

そ
れ
を
支
え
る
確
か
な
検
証
能
力
や
根
拠
の
示
し
方
、そ
し
て
自
分

ら
し
い
文
章
や
ス
タ
イ
ル
を
育
む
こ
と
が
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
の
役
割
で
あ
る
、
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

小
林

　今
回
の
座
談
会
を
通
し
て
、
各
大
学
が
さ
ま
ざ
ま
な
創
意

工
夫
の
下
、
素
晴
ら
し
い
試
み
を
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
た
だ
、
せ
っ
か
く
培
わ
れ
た
実
践
知
が
、
各
大
学
の
取
り

組
み
内
で
埋
も
れ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
そ
う
し
た
創
意
工
夫
や
具
体
的
な
実
践
を
も
っ

と
オ
ー
プ
ン
に
情
報
共
有
し
て
、
各
大
学
の
関
係
者
が
相
互
に
交

流
し
て
い
け
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

飯
野

　ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
、
成
果
が
見
え

に
く
い
と
こ
ろ
が
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
課
科
目

と
の
連
携
も
ま
だ
進
ん
で
お
ら
ず
、
学
内
で
の
認
知
度
も
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
小
林

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
育
に
関
し
て

大
学
間
で
情
報
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
る
こ
と
で
、
日
本
の
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
教
育
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
が
よ
り
良
い
も
の
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

松
田

　私
自
身
、
常
日
頃
か
ら
本
学
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
ボ
を

利
用
し
て
い
て
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
の
有
用
性
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
そ
の
活
動
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
先
生
方
が

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
情
報
共
有
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
座
談
会
を
機
に
、
そ
う
し
た
動
き
が
始
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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そ
れ
を
支
え
る
確
か
な
検
証
能
力
や
根
拠
の
示
し
方
、そ
し
て
自
分

ら
し
い
文
章
や
ス
タ
イ
ル
を
育
む
こ
と
が
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
の
役
割
で
あ
る
、
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

小
林

　今
回
の
座
談
会
を
通
し
て
、
各
大
学
が
さ
ま
ざ
ま
な
創
意

工
夫
の
下
、
素
晴
ら
し
い
試
み
を
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
た
だ
、
せ
っ
か
く
培
わ
れ
た
実
践
知
が
、
各
大
学
の
取
り

組
み
内
で
埋
も
れ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
そ
う
し
た
創
意
工
夫
や
具
体
的
な
実
践
を
も
っ

と
オ
ー
プ
ン
に
情
報
共
有
し
て
、
各
大
学
の
関
係
者
が
相
互
に
交

流
し
て
い
け
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

飯
野

　ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
、
成
果
が
見
え

に
く
い
と
こ
ろ
が
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
課
科
目

と
の
連
携
も
ま
だ
進
ん
で
お
ら
ず
、
学
内
で
の
認
知
度
も
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
小
林

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
育
に
関
し
て

大
学
間
で
情
報
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
る
こ
と
で
、
日
本
の
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
教
育
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
が
よ
り
良
い
も
の
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

松
田

　私
自
身
、
常
日
頃
か
ら
本
学
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
ボ
を

利
用
し
て
い
て
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
の
有
用
性
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
そ
の
活
動
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
先
生
方
が

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
情
報
共
有
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
座
談
会
を
機
に
、
そ
う
し
た
動
き
が
始
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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